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　　撒布時期 5 月 30甲 冏 落花 吩 位 の 時

右の 如 く淌石友ポ ル ドウ液の 敷果多 きを示 せ bo 其の 外七鼻蘭鼈甲病豫防 、 柿落葉病 ｛角

斑病｝豫防試驗等何れも成績優 良な りき。

　　　　　　石友ボル ドウ液竝 に石次硫黄合劑の 撒布が柑橘銹壁蝨

　　　　　　　　　　　　　　の 發生に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　 長崎縣立農事試驗場技手　　澤　田　榮　壽

　　1） 石友＊
’
ル ドウ液を數囘撒布し早天 持績する時は柑橘銹壁蝨 の 發生 を惹起す。

　　2） 砿 ボ ル ドウ 液 の 濃厚なるも の を撒布すれば柑橘銹蝿 の 發生腿 な り・且難

度は撒布藥劑中 の 生石荻の 濃度 と比例 するもの S 如 し。

　　3） 石友ボ ル ド ウ液 の 撤布囘數igmllS一
る1：從ひ柑橘銹壁蝨 の 發生激甚な り 。

　　4） 砿 ボ ル ド腋 の 撤綴 、
2 囘祓 硫黄aas1を撒布する時紺 騰 壁蝨の發生 を

認めず 。

　　5 ｝ 棋橘 の 開花直前及落花後の 2 囘 に 石友ボ ル ド ウ 液を撒布 し 、 6月及 8 月各 1囘石

荻硫黄合劑を撒布せ るもの は僅少 の 柑橘銹壁蝨 の 發 生 を認め た る に 反 し、7月及 7
，
S 月 の

2 囘 に 石荻硫黄合劑を撒布 せ る も の は柑橘銹壁蝨の 發生 を 全 く認 めず 。

　　6）
’
石ma 合劑 は鑼 鰹 蝨 の 驅除醗 して 費用 比較的鱇 に して ・敷羅 も購

な りo

　　　　　　　　　　　 柑橘青酸瓦斯夏期燻蒸に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎縣農林技 手 森 國 三 郎

　　麟 獣 於ける ・ヤ ・ ネ 价 齷 及 ・ル ビ ー・糊 湘 驪 の 2焙 蟲 と して 睇 の

末鞭 よ 晒 彼ma を中心 と し蘇 下の 騰 ・・大鍵 旗 ふ る に 動 ・ 戡 し gee・・2X｛tの

黼 が 殆 ん ど概 の 状態に 欟 ・るの 臆 らず櫺 を繃 せ る地方に も鰍 襲 し其の 齶

釜々 劇甚 とな れ り。

　　茲 に於 て 縣は 大正 元年青酸 瓦斯燻蒸法 の施行計垂を樹立 し 、 西彼杵郡伊木力村に強制

命令を以て 燻 蒸 の 施 行を命醐 來畑 ・年迄 瑯 B ・ 鮒 に亘 り主要地方 に 於 け る嫌

鷓 の 巡 を爲 し之轄 蟲の 瀦 をMkt 　 b し も・ua 多鞭 灘 獺 の 經費を要鯵 爲

め
＿鱸 業都 鰍 松脂合劑 、機械油乳劑等嚶 劑驅除に 働 僅 に 灘 を免る 螻 iこ努め

自發的に青酸瓦斯燻蒸を施行する者は伊木力、長與兩村の 一 部apma心家に過 ぎず 、

一
時殆ん

ど中絶する賦態 ｝こ あ り。 然れ ども青酸瓦斯燻蒸は機賊油乳翻 、松 脂合劑等の 藥劑驕除きり

其 の 效果遙か に優れて 居 る事 蹴 て蟷 業老間鯲 ・竕 飜 肪 れ居 る をLtt縣‘ま齷
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